
微分方程式概論レ ポ ー ト問題 7（ 2006年 06月 30日） 提出： 次回講義 終了時

1 u1, · · ·, un ∈ Cn−1(R) に 対す る Wronskian を W (x)、 即ち 、

W (x) = det
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と す る 。 あ る x0 ∈ R に 対して W (x0) 6= 0 と なる なら ば u1, · · ·, un は 一 次独立で あ る こ と を 示せ 。

2 u = t(u1, · · ·, un) に 対す る １階斉次線形常微分方程式系

du

dt
(x) = A(x)u(x) −−−− (∗)

を 考え る 。 但し、 A(x) = (aij(x)), aij ∈ C(R) (1 ≤ i, j ≤ n) と す る 。 こ の と き 以 下を 示せ 。

(1) u1, · · ·,un ∈ C1(R; Rn) を そ れ ぞ れ (*) の 解と し、 そ れ ら の Wronskian を W (x) = det(u1(x), · · ·,un(x))

と 定め る 。 こ の と き
dW

dx
(x) = (tr A(x))W (x)

と なる 。 但し、 tr A は 行列 A の トレ ー スで あ る 。

(2) X = {u ∈ C1(R; Rn) | u は (*) を 満た す } は ベ クトル 空間 C1(R; Rn) の n次元部分空間 と なる 。

1


